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提唱 した名称である. 臨床的には癌性腹膜炎症状で悪性

が強 く疑われながら,画像上は骨盤内に明らかな腰癒像

が見られず原発巣の診断に苦慮する場合であり,轟症険

群を理解 し診断に役立てることが望まれる.息981年以

降5例の本症族群を経験 したのでその臨床経過を報告す

ら.

組織診断の内訳は,悪性中皮腫 2例 ,梁液性卵巣癌 2

例,原発が不明な澄渡性腺癌 1例である.

開腹時LT)頗水量は.Ll,000-5,600ml(平均 4,690ml)

であ--､た.腫壕て-I-I)-は.CA125が32-4,927uml

(平均 2,618LT.ml)で,悪性中皮腫の 1例と卵巣癌の 1

例が4.000し卜ml甘 い-T)高値を示 した.大網は全例が陣

幕性に肥厚 していた.

手術は,全例が試験開腹.大網切除と組織生検に終わっ

た.化学療法は.Cisl)latirlを中心とした多剤併用療法

で行われたが予後不良であり, 3例が病死, 1例が 1年

10カ月無病生私 1例が手術直後である.

射 CDDP 投 与時の腎機能奄動及びその骨髄抑

制 に及ぼす影響 についての検討
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【目的】Cisplatin(Ll,人下 CDI)P)投与時の腎機能(7)再

評価及び腎障害の程度と骨髄抑制との関連の有無を検討

する.【対象 ･方法】婦 人科癌で CDDP併用化学療法

を施行 した9例,151J- スに対 し廿 CDDP投与前及

び投 Lj一棟il, 8,15,22LlRに Ccr,BLTN,ere.尿

中 NAG.nrMG.i32-MG を測定 し.その変動をふた.

② 腎横能評価のパラメ-タ洲の変動 (投与前の値との

差 :｣)と骨髄抑制との関連を検討 した.【結果】 Lil(上r

は投与後 8日目に最 も低下 し (平均 (iB.1m1.,L分)有意

な変動を認めた Lp<0.01).15日円には回復が見LT_)わ

たが,体重期間の尿慶が少ない症例で回復遅延の傾向が

あった.他のパラメ-タ…は投与後一過性の上昇をみた

が有意な変動はなかった.(P JCer及び ｣Creは白血

球数の Iladil･と有意の相関を認めた (p<().05).他の

パラメ…タ…の変動と骨髄抑制の問には有意の閑適は認

めなかった.【結論】 CDDP投与後の Ccrの変動と骨

髄抑制には有意の関連を認め,また Cerの回復には伸二

薬期間の尿量維持 も重要な要因である可能性が示唆され

た.

10) 自家骨髄,末梢血幹細胞移植を併 用 し超 大

量化学墳法を行ったホジキン病 の 1例
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COl)Ⅰ〕+ABV,放射線治療に対 し,早期に再発が認

めt.-)かた Hodgkin病症例に,自家骨髄,末輸血幹細胞

Melphalan290mg)を行った.

副作用としてはパ 肖化器症状 (NClgrade3上 粘瞭障

害 (grade3)が見 られた軌 いずれ も支持療法で対応

できた.

nadirの期間は約1Ol]で,感染症等の合併は.認めら

れなかった,

状態で現在6ケ月が経過 している.Hodgkin病は.放

射線及び,化学療法が比較的良好に反応する悪性膝壕の

1つであるが,早期発症例や治療抵抗性のものは,依然

として予後不良のままである.

近年これらの症例に対 し,大量化学療法や全身照射 と

共に.自家骨髄,末輸血幹細胞移植が行われるようにな

り,良好な成続が報告され始めている.

標準的治境に対 して抵抗性の Hodgkin病症例;こ.幹

細胞輸血を含めた大慶化学療法は,有用と思われた.

ll)泌尿器科癌 化学療法後の末櫓 血幹細胞採取

時期の検討
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泌尿器科癌化学墳法後の末桐血中の造血幹細胞の変化

た末牌血幹細胞採取症例 に対 しては採取標本の CD34

陽性比率,ならびに CFU{,M 数を検討 し.末梢血幹

細胞採取時期をこついて検討 した.通常の癌化学療法後の

骨髄回復期における未満血中の Cl)34陽性細胞比率は

程度の骨髄抑制がみられた場合は治療の早い時期のほう

が CD3̀1陽性細胞比率が高し

性細胞比率は化学療法後16日日 ~二㌦

を認めた.CD34陽

8日目に最高値になっ

た.末梢血幹細胞採取時期に関 しては,骨髄が十分に回

復 した化学療法後16日目から20日日頃に採取することをこ


